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戸数の増加が続いた。1973年の住宅戸数3，106万戸に対し， 1973年から 1993年までの 20年
聞の住宅着工戸数は累計3，000万戸に及び，ほぼすべての住宅が置き換えられるほどの戸数が
1973年から 1993年の聞に普通世帯数は 2.910万世帯から 4，093万世建設された。その結果，
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世帯の変化の 1つめは小規模化である。一世帯当たりの世帯人員は3.41(1970年)， 3.22 
(1980年)， 2.99 (1990年)， 2.67 (2000年)， 2.42 (2010年)と漸減している。かつて標準と
みられていた4人家族の世帯は，ピーク時の 1980年の25.3%(それでも 114しかなかった)か
ら2010年には 14.4%に割合を低下させた。それに替わって1人世帯は20.3%(1980年)から
















から 2010年には 29.2%へと大きく低下した。それに対して夫婦ともに就業する世帯は 1980
年45.8%，2010年43.5%とあまり変わらないものの (1980年時点でも共働きの世帯と片働き
の世帯の割合はそれほど違わず，かつて専業主婦が標準だと考えられていたのはまさに「神話」







































































































総数 一戸建 長屋建 共同住宅 その他
空き家 8，196 2，999 454 4，712 30 
二次的住宅 412 281 7 121 3 
売却用の住宅 308 165 7 135 1 
賃貸用の住宅 4，292 249 293 3，745 5 
その他の住宅 3，184 2，305 147 711 20 
腐朽・破損があ否空き家 2，131 989 204 929 9 
二次的住宅 51 37 2 12 1 
売却用の住宅 52 38 3 11 o 
賃貸用の住宅 972 90 126 755 1 





























全国 6，063 318 5.3% 
市部 5，580 274 4.9% 
郡部 483 44 9.1% 
人口集中地区 4，453 181 4.1% 
地 非人口集中地区 1，610 137 8.5% 
域 三三大都市圏 3，220 122 3.8% 
非三大都市圏 2，843 196 6.9% 
11大都市圏 4，140 169 4.1'lゐ
非11大都市圏 1，923 149 7.7% 
道路に接していない 134 15 11.2% 
敷 道路に接している 5，929 303 5.1% 
い地 幅員2m未満の道路 288 33 11.4% ミ5に
道接 幅員2~4mの道路 1，586 103 6.5% 
路し 幅員4~6mの道路 2，167 97 4.5% 
て 幅員 6~10mの道路 1，337 52 3.9~も
幅員10m以上の道路 550 18 3.2与も
最
駅まで200m未満 352 15 4.3~も
の寄 200~500m 877 38 4.31)ゐ
距駅 500""1，OOOm 1，362 61 4.5% 
離ま 1 ，000"" 2，000m 1，467 69 4.7% 
で
























































総計 52，301 100% 
現在住んでいる住宅レかない世帯 43，474 83.1% 
現住居以外の住宅がある世帯 4，830 9.2% 100% 
週末や休暇を過ごレてい否 441 9.1% 
特定の季節に住んでいる 117 2.4% 
在宅勤務などをしている 106 2.2% 
勤務地などの近くの生活拠点にしていあ 107 2.2% 
空き家(物置などを含む)になってい否 1，108 22.9% 
子、親族などが住んでい否 1，742 36.1% 
借家として賃貸してい否 834 17.3% 
その他に利用していあ 302 6.3% 
不明 72 1.5% 










27% (一戸建 35%) であるから.~き家となる住宅は明らかに老朽化している。したがって「建














総計(rtJl11空き家』を所有する世情) 1，108 吋 i附([般世輯Jを所有する開) 1，108 100~目
空曹司Rの建て方 空き司障の所有者{寂肘を主に支える者}の年齢
一戸建 926 83.6% 30歳未満 z 0.2% 
畏屋建 37 3.3% 30~39鰻 40 3.6% 
共同住宅 107 9.7% 40~49歳 134 12.1% 
不明 37 3.3% 50~54歳 87 7.9% 
空きI!の撞簸時期 55~59歳 116 10.5% 
2006年以降 27 2.4% 60~64歳 176 15.9% 
1996~2005年 92 8.3% 65~74歳 308 27.8% 
1981~1995年 193 17.4% 75歳以上 230 20.8% 
1971~80年 270 24.4% 不明 15 1.4% 
1970年以前 493 44.5% 空き家までの現住居からの距雌
不明 34 3.1% 15分未満 458 41.3% 
空きI!の建物の状鰻 15分以よ30分未満 134 12.1% 
腐朽・磁損はしていない 491 44.3悦 30分以上1時間未満 150 13.5% 
外壁、ひさしなどに部分的な破損がある 384 34.7% 時間以上3時間未満 190 17.1% 
全体的に腐朽 .fi直慣している 157 14.2% 3時間以上 152 13.7% 
屋根の変形、柱の傾きなどがある 36 3.2% 不明 24 2.2% 
不明 39 3.5% 空き司障の立地環繍
空きI!になってからの経過年敏 都市内の中，心市街地 86 7.8% 
1年未満 118 10.6% 都市内の住宅地 371 33.5% 
1年以上3年未満 234 21.1% 都市郊外の団地・ニュータウン 91 8.2% 
3年以上5年未満 145 13.1% 田舎の集落・一軒家など 509 45.9% 
5年以上10年未満 222 20.0% 別荘地・リゾート地 14 1.3% 
10年以上 365 32.9% 不明 38 3.4% 
不明 23 2.1% 空き週障の活用憲向
賃貸・売却の房鎖状況 自分や親族などが住む 210 19.0% 
賃貸先を募集中 28 2.5% 住宅を売却する 120 10.8% 
売却先を募集中 74 6.7% 借家として賃貸する 56 5.1% 
賃貸・売却の両方で募集中 19 1.7% 別荘・セカンドハウスなどとして利用する 42 3.8% 
賃貸 ・売却先は募集していない 928 83.8% 空き家のままにしておく 541 48.8% 
不明 58 5.2% さら地にして土地活用する 23 2.1% 
空き置Rの管理状況 さら地にして売却する 44 4.0% 
自分や親族が定期的九管理 450 40.6% 住宅を解体し、空き地にしておく 60 5.4% 
自分や親族が不定期に管理 260 23.5% 不明 12 1.1% 
尊門業者に管理を委託 51 4.6% 何十{空き家をそのままにしておく間}
ほとんど何ちしていない 284 25.6% 空き家のままににしておく理由
その他 37 3.3% 解体質用が用意できないから 112 20.7~も
不明 26 2.3% 税金対策のため 4 0.7% 
空きI!の取得方浩 物置などで使っているから 208 38.4% 
相続して所有している 695 62.7% 特に困っていないから 130 24.0% 
相続以外で取得して所有してい否 401 36.2% その他 86 15.9% 























































総数 2，140 100% 
所有者等が利用レている 870 40.7% 100% 
手目 週末や休暇時に遊暑・避寒・保護などに使用す否 409 47.0% 
用 残業で遅くなったときなど、たまに寝泊まりすあ 24 2.8% 
内 昼間だけ使用するなど、寝泊まり以外l亡利用 323 37.1% 
t同相三r 無回答 114 13.1% 
ほぽ毎日 169 19.4% 
利 週にl回~数回 174 20.0% 
用 月に1田~数回 253 29.1% 
革実 年!こ1回~数回 217 24.9% 
度 数年1C::1回 7 0.8% 
無回答 50 5.7% 
物置にしている 365 17.1% 
賃貸用の空き家 109 5.1% 
売却用の窓き家 126 5.9% 
転勤，入院などで居住者が長期不在の空き家 109 5.1% 
取り壊し予定の空き家 109 5.1% 
その他の利用していない空き家 314 14.7~も
不明 13 0.6% 













































































































































































































































































































































( 2 ) https:/ /www.nri.com/jp/news/2015/150622_1. aspx 
(3) 2015年l月，全国の20歳以上の3，000人を対象として調査票を配布し， 1，674票の有効回答を回収し
た (http://tochi.mlit. go. jp/wp-c叩 tent/uploads/2013/06/619118898ca86d1ee58包567e22efd24. pdf)。
















(7 ) 伊藤達也 (1994)fわたしの日本人口変動論J(r生活の中の人口学』古今書院187-212)。なお初出は「年
齢構造の変化と家族制度から見た戦後の人口移動の推移」人口問題研究172: 24-38， 1984年










取組状況.1(www. sumikae-nichiikikyoju. netakiyapdfl50819chihoukoukyoudantai. pdf)による。全国の
自治体に図答を依頼し， 1，788団体から回答があった。
(12) 宗健「空き家率の推定と滅失格取引制度J1)クルート住まい研究所研究レポート 2014年 7月









(14) 建築基準法では，道路に 2m以上接していないと銭物を建てることができないとし (43粂).その道路
を原則4m以上 (42条l項)としているが，特例として，建築基準法施行時にすでに建築物が建ち並んで



























(20) 久保倫子 (2015)r空き家に対する住民の認識から見た空き家増加の要因JW地理j60-1 : 90-96 
(21) 西山弘泰 (2015)r地方都市の空き家問題をどうとらえるべきか一宇都宮市の事例からH地理~ 59-12: 
4-11 
(22) すまいづくりまちづくりセンター連合会「地方公共団体における空家等対策に関する取組状況」












Vacant Housing: A Mounting Social Problem in ]apan 
KAWAGUCHI Taro 
According to the 2013 Housing and Land Survey conducted by the J apanese government 
the number of vacant houses in J apan was 8.20 million， with a vacancy rate of 13.5 percent of 
the total number of houses， the highest-ever ratio. The increasing number of vacant houses has 
recently received considerable public attention as one of the most serious social issues facing 
J apan. However， this increase in vacant houses isnot a current phenomenon; during the 
business recession of the 1990s， this issue be came particularly evident in villages and small 
towns in rural area. Since 2000， vacant housing has become a growing concern even in 
metropolitan areas. As a result of this highly visible hollowing out of neighborhoods， habitants 
have come face悶to品cewith the growing deterioration of their immediate localities. 
The 8.20 million unoccupied， vacant houses include second houses uch as vilas， and the 
overall inventory of unsold/unrented homes. If these types of houses were to be excluded， the 
number of unoccupied， vacant houses would account for 3.18 million. Of these， Z.31 million are 
detached houses that have been neglected: this is the most common type of vacant housing in 
J apan， and 0.82 million vacant detached houses have deteriorated beyond livable conditions 
and have a signi宜cantlynegative impact on the neighborhood living environment. 
Majority of the μneglected" vacant housesare owned by middle-aged and elderly people， 
as most of them came into their property through their aged parents. Therefore， they are not in 
a position to take advantage of也eirproperty by utilizing it. and they leave their houses 
unoccupied. The reason for this is that di宜'erentstakeholders find it dificult to arrive at a 
consensus on the disposal of their properties and often postpone decision-making on account of 
family history and special attachments to properties. Further， leaving a house vacant has no 
institutional disadvantages at al; in fact， there are tax abatement advantages. 
More than a few vacant houses cannot even be identified by their present owners， because 
resales and/or accession of property often make ownership rights ambiguous. Such 
“abandoned" vacant houses are usually poorly managed and result in disadvantages of 
external economies. Although it is preferable that they be destroyed promptly， demolished 
vacant houses only account for a small portion of the problem. The most important aspects t 
Keywords: neglected vacant houses， abandoned vacant houses， disadvantage of external 
economles. 
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